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第1号議案 

第5期（2015年度）事業年度活動総括、事業報告、決算報告、監査報告の承認について 

（１） 第5期 （2015年8月1日～2016年7月31日） 活動総括 

 「までいな村づくり」を進めてきた飯舘村は、福島第一原子力発電所由来の放射性物質により広範に

汚染され、事故後5年半以上が経過した。2016年6月には長泥地区を除く19行政区の避難指示を2017

年3月までに解除する方針が決定している。ふくしま再生の会は「現地で」「協働して」「継続的に」活動

を行うことを活動指針とし、避難村民が当たり前の日常生活を取り戻せるために「生活と産業を再生する

こと」を目的として活動した。 

第5期の活動は、以下の８つの柱にまとめることができる。これらの活動は主に福島県飯舘村で行った。 

１．住む場所を安全にする試み 

２．安全な食べ物を作る試み 

３．動植物の状況をつかむ 

４．地域の放射線・放射能の状況をつかむ 

５．電気や熱を確保する 

６．健康な生活を支える仕組みを創る 

７．生活再生の将来像を一緒に考える 

８．地域の将来像を一緒に実現する 

会員加入実績 

  期首会員数 加入者数 脱退数 年度末会員数 

合計 271人・団体  29人・団体 14人・団体  286人・団体 

内   訳 

正会員 
個人正会員 218人 15人 12人＊ 221人 

団体正会員 6団体  0団体 1団体 5団体 

正会員合計 224人・団体 15人・団体 13人・団体 226人・団体 

賛助会員 
個人賛助会員 45人 13人 0人 58人 

団体賛助会員 2 1団体 1団体 2団体 

賛助会員合計 47人 14人・団体 1人・団体 60人・団体 
注 脱退理由の内訳：物故会員 2名 、会費未納 7名、本人申し出 3名 種別変更 2名 

活動拠点 

 現地で被災者と協働するという理念から福島県内の活動強化のため、従来の飯舘村の活動拠点に加

えて、福島市内の福島県再生可能エネルギー合同ビルに入居し、株式会社飯舘電力をはじめとする

福島県内で活動する団体との交流や情報交換、飯舘事務所の組織活動の強化を図った。 

 福島事務所：福島県福島市荒町4-7 福島県再生可能エネルギー合同ビル  

 福島事務所の開設にともない伊達市保原町に借りていたマンションの賃貸契約を解除し撤退した。 

寄付金の受入れと積立金積立 

 当期において故清水韶光氏より遺贈寄付を受け取った。遺贈された額と同額を福島の原発事故に関

する資料を収集整理し、将来に伝えるアーカイビングを行う資金として積み立てた。 

（２） 第5期事業報告 （2015年8月1日～2016年7月31日） 

① 放射能汚染地域の産業再生に関する事業 

・ イグネの除染実験（継続事業／村民・ボランティア・東京大学農学生命科学研究科との協働プロ

ジェクト） 

・ 除染後の田圃における米その他の作物の作付実験 （継続事業）  

・ イグネの木材と村内の土を利用した実験小屋による放射線の遮蔽実験 （新規事業） 

・ ハウス栽培 （継続事業／NPO法人 都市農村交流推進センターと協力） 

・ 小水力発電適地の調査 

・ エコストーブ／里山の資源を利用した熱エネルギーの実験 （継続事業） 

② 放射能汚染地域の生活再生に関する事業 

・ 伊達東仮設住宅・松川第一仮設住宅等を医師・看護師・ソーシャルワーカー・心理カウンセラー・
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支援者らが定期訪問 健康相談とマッサージ等を実施（継続事業） 

・ 飯舘村村内の高齢者宅の個別訪問（継続事業） 

・ 飯舘村村内希望者の個人居宅内外の放射線詳細測定 （継続事業） 

・ イグネの除染実験と住居への影響調査を実施 （新規事業） 

③ 被災地住民と地域外の市民との交流事業 

・ 第9回報告会 2014年10月14日 

「農林畜産業の再生に向けて」を開催（東京大学弥生講堂アネックス セイホクギャラリー） 

・ 第10回報告会 2015年11月6日 

福島報告会「福島・飯舘村の再生に向けて」を開催（再エネビル） 

・ 関根・松塚地区で田圃の再生予備調査報告会を開催、終了後に地区住民と会員が協力してバ

ーベキュー懇親会を実施 

・ 関根・松塚地区住民を対象とした「土壌研究会」を開催 

・ 伊丹沢地区住民向け土壌測定方法の講習会を開催 

・ 飯舘村小宮地区でカタクリ群生地見学会、田植え後の早苗饗などを開催 

・ 山津見神社天井絵の復元に関する各種のイベントに参加 

・ 霊山センターにおいて地域住民と会員やスタディツアー参加者との交流会を開催  

・ 年間を通じて霊山センターを運営し、地域外からくるボランティアの活動を推進 

④ 情報の提供事業 

・ 放射線量の定点観測／放射線モニタの開発／村民による放射線測定／会員による放射線測定

／田圃や山地の歩行による空間線量測定／農地の土壌放射能分析  

（継続事業／いずれも村民・村役場・ボランティア・高エネルギー加速器研究機構・東京大学農学

生命科学研究科・東京大学サークルまでいとの協働プロジェクト） 

・ 村内2か所で大気中の放射性物質の測定 （継続事業／国立環境研究所との協働プロジェクト） 

・ 樹木、野草、コケ、キノコ、イノシシ、雉、鯉などに含まれるセシウムの測定 （継続事業／高エネ

ルギー加速器研究機構、東京大学農業生命科学研究科、東京大学サークルまでい、国立医薬

品食品研究機構等と協働プロジェクト） 

・ 放射線量マップの作成（継続事業） 

・ 放射能データベースの開発（継続事業） 

・ 「再生短信」を発行 

・ ホームページの改善（スマホ対応など）と更新、フェイスブックの更新 

・ パンフレット「「飯舘村の放射線・放射能の測り方」、「飯舘村線量マップ」（受託事業）を発行 

注：事業別の予算について、情報提供事業と生活再生事業について予算と実績に大きな差異が生じていま

すが、これは以下の事情によるものです。 

第4期までは定款に定められた事業内容は「放射能測定」「除染実験」「資源の有効利用」「情報提供」「医

療介護」「市民交流」「国際社会への情報提供」の７つでした。定款変更により４つに集約され、第5期

予算は以下を基本に再編成しました。 

 「放射能測定」「医療介護」⇒『生活再生』 「資源活用」「除染実験」⇒『産業再生』 

 「情報提供」「国際社会への情報提供」⇒『情報提供』 「市民交流」⇒『交流事業』 

これまで飯舘村から受託して行っている放射能測定のうち、データ処理やパンフ作成などを除く車載

測定やそれにかかる運用費の部分は「放射能測定」（生活再生）に含まれておりましたが、第5期決算

では、その部分に対応する10,076,425円を全て「情報提供」にいれております。これにより、「生活再

生」は対予算で△12,976,910円、逆に「情報提供」では対予算で10,124,109円超となっております。 

 

事業名 実績 予算 差引 

放射能汚染地域の産業再生事業 10,229,023 6,687,000 3,542,023 

放射能汚染地域の生活再生事業 1,769,090 14,746,000 -12,976,910 

被災地住民との交流事業 2,355,230 4,234,000 -1,878,770 

情報の提供事業 17,190,109 7,066,000 10,124,109 

事業費計 31,543,452 32,733,000 -1,189,548 



2015年 1日～2日 野菜ハウス施工式（明治大学野菜試験栽培用）
ハウス野菜試験栽培・メンテナンス、今後の運営検討

除染後の居宅測定
小水力発電所村内適地調査
放射能測定サンプル保管試料庫整理

22日～23日 全村車載計測
ハウス野菜試験栽培　植込み・収穫

29日～30日 福島事務所移転準備
ハウス野菜試験栽培　植込み・収穫
モニタリング関係
　佐須　第２次実験小屋　重量測定　
　佐須設置済DIS測定　

8日 保原事務所閉鎖　再エネビルへ引越し
19日～20日 佐須洪水水害の復旧作業

松塚調査穴　完遂排水作業、屋根取付
小宮電気柵補修
第１次実験小屋　線量測定
全村ナビ新ルートテスト走行
第２次実験小屋　サイロ冠水排水
宇都宮大学　水量測定器点検
比曽 個人宅DIS設置

26日～27日 佐須　洪水水害の復旧作業
全村ナビ新ルートテスト走行（前週未実施分）
比曽　個人宅DIS回収　

3日～4日 佐須　サンプリング稲刈り・天日干し
村民による専用車線量測定サポート
試験栽培ハウス　洪水土砂整理、野菜植付
比曽 個人宅DIS設置
第１次実験小屋　線量測定、解体

10日～11日 小宮　稲刈り
村民による専用車線量測定サポート
関根・松塚圃場調査
放射能測定用植物サンプル採集
比曽 個人宅DIS回収

17日～18日 小宮　サンプリング稲脱穀
比曽地区DIS設置・計測
第２次実験小屋　比曽設置検討
「福島報告会」チラシ配布

24日～25日 サンプル米の脱穀、藁カット
焼却炉の組立て　ロケットストーブ建設
測定車冬タイヤに交換

31日～3日 小宮サンプル米　千歯こき脱穀
比曽　第２次実験小屋　設計・測量
全村車載計測
第１次実験小屋　測定、解体
再生1号冬タイヤに交換
比曽個人宅DIS設置

7日～8日 第１次実験小屋　解体・計測
比曽　第２次実験小屋　基礎工事
比曽個人宅DIS回収
ハウス野菜試験栽培　メンテナンス

14日～15日 村民による専用車線量測定
松塚牧地予定地　畔除去工事
佐須試験作付米　放射能検査準備
ハウスメンテナンス　冬物野菜試験植付
放射能測定用植物サンプル採集

21日～22日 比曽　第２次実験小屋　基礎工事・板壁取付・計測

松塚牧地予定地　畔跡計測
ハウスメンテナンス　冬物野菜植付
DIS設置場所検討

28日～29日 比曽　第２次実験小屋　建設　第三層土入れ・計測

ロケットストーブ燃焼実験・燃料伐採
DIS設置場所検討・設置
霊山センター　冬期対策準備
佐須試験作付米　放射能検査

　福島・飯舘村及び周辺での産業再生・生活再生のための活動

小水力発電所適地調査

10、11月

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

日　　程 場　所
飯舘村

飯舘村

飯舘村

伊達市保原/福島
市飯舘村

飯舘村

飯舘村

8月

9月

10月

19名

参加人数活動内容

39名

9名

16名

3名

9名

20名

11名

15名

12名

10名

9名

16名

11月

11月

11名

11名飯舘村

飯舘村
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2015年 5日～6日 比曽　第２次実験小屋　計測器稼働確認
ハウス　冬物野菜試験植付・メンテナンス
小宮　刈萱場の山地測定
ロケットストーブ改善　燃焼実験
車載測定専用車　洗車等整備

11日～13日 比曽　第２次実験小屋　無線工事
村民による専用車線量測定サポート
放射能測定用植物サンプル採集
放射能測定用植物サンプル採集
村役場　打合せ・年末挨拶

19日～20日 比曽　第２次実験小屋　測定器無線接続修理・屋根補強

関根・松塚地区　土壌サンプル測定
伊丹沢地区　土壌サンプル測定打合せ
第１次実験小屋　解体

2016年 23日～24日 全村車載計測
比曽　第２次実験小屋　積雪状況調査
計測機器メンテナンス

30日～31日 雪によるハウス倒壊状況調査・点検
比曽　伐採イグネの放射能調査
佐須　居住・農地エリアのリニューアル打合せ

6日～7日 端材等の燃焼による野菜ハウス温度上昇実験
燃焼用薪  乾燥を早めるための皮剥・鉈割り

27日～28日 森林の土壌サンプル収集
端材等の燃焼による野菜ハウス温度上昇実験

5日～6日 全村車載計測
佐須　改築準備・資機材等整理
放射能測定用植物サンプル採集
ロケットストーブ燃焼実験

12日～13日 佐須　裏山・牧場　線量測定
佐須　滑　ハウス野菜収穫作業
佐須　野菜ハウス解体作業

19日～20日 ほた木サンプルバイアル詰め作業
霊山センター居宅線量測定
資器材チェック・DIS組立て

1日～3日 飯舘村 比曽　イグネの放射能調査
比曽　第２次実験小屋　補強
ほた木のサンプリング
伊丹沢地区　放射能測定実施講習
佐須　積雪により壊れた野菜ハウス解体作業
佐須納屋リニューアル工事整備

9日～10日 村民による専用車線量測定サポート
ほた木　輪切りサンプル採収、各種きのこ菌植込み
佐須　積雪により壊れた野菜ハウス解体作業
小宮　DIS測定器設置
放射能測定用植物サンプル採集

16日～17日 小宮　桜の植樹・かたくり・水仙鑑賞
全村車載計測
小宮　DIS回収
佐須納屋リニューアル工事　納屋整理
桜の原木　なめこの植付け

22日 バイオ発電に関する討議
23日～24日 小宮　穴埋め/水芭蕉側溝作業

比曽　イグネの除染検討
水質測定器　補修
ほた木　なめこ植付け

5月 7日～8日 佐須　田圃水路土砂撤去
比曽　イグネの除染検討
村民による専用車線量測定
佐須・小宮　田植え準備
放射能測定用植物サンプル採集

21日～22日 小宮　田植え準備　畔シート設置
小宮　田植え
佐須　野菜ハウス　再建・野菜栽培準備
小宮　調査用測定器設置
比曽　イグネ測定
2011年除染実験林　調査・木のサンプル採収

12月

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

福島市
飯舘村

2月

3月

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

6名

10名

場　所 活動内容 参加人数日　　程

4月

10名

7名

9名

7名

5名

6名

6名

7名

14名

飯舘村

1月

8名

15名

2名

31名

9名

16名
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2016年 5月 28日～29日 佐須　田植え・牧柵設置
佐須　野菜ハウス　再建・ビニール貼り作業
比曽　イグネ除染計画打合せ
比曽　DIS測定器設置準備

4日～5日 佐須　田植え補植え・牧柵設置
長泥地区DIS回収
比曽　イグネ除染計画打合せ
石田地区　焼却炉実験燃焼
佐須裏山　線量測定
測定専用車　タイヤ圧調整

11日～12日 長泥地区集会へ参加
村民による専用車線量測定サポート
比曽　イグネ除染範囲測定
佐須　野菜ハウス　点滴栽培装置設置
放射能測定用植物サンプル採集

18日～19日 比曽　イグネ除染実験用　測定器設置
小宮　水芭蕉牧柵設置
全村車載計測
佐須　ハウス　点滴栽培装置設置

22日～26日 比曽　イグネ除染実験
　　　第2次実験小屋　除染影響調査

2日～3日 比曽　第２次実験小屋　解体
佐須　野菜ハウス　点滴栽培装置組立て
佐須　明大野菜実験ハウス　栽培・メンテナンス
飯舘事務所　開設準備

9日～10日 村民による専用車線量測定
飯舘事務所　東大資器材移動
小宮　電気柵整備
佐須　田圃開閉チャンバー設置

16日～17日 佐須　試験田土壌サンプル採取
小宮　試験田　水管理
定点観測器メンテナンス
佐須　野菜ハウス　点滴栽培配管設置・野菜植付け

23日～24日 小宮　電気柵修理
比曽　測定器チェック
佐須（茨城大学圃場）　測定器整備
佐須　納屋改築準備

健康・福祉・医療チームの活動
チーム
メンバー

個別サービスを
利用された村民

健康講話に参
加された村民

2015年 10日
3名 8名

20日 3名
9名 8名 14名

10日 3名
14日

3名 9名

27日 2名
8名 13名 22名

8日 3名
19日

5名 8名

25日 2名
7名 10名 23名

11月 9日
3名 10名伊達東

28日

26日

8月

場　所

伊達東

藤沢市湘南中央病院

藤沢市湘南中央病院

松川第一仮設

伊達東

10月

9月

福島市わたり病院

松川第一仮設

藤沢市湘南中央病院

伊達東

福島市わたり病院

松川第一仮設

日　程

31日

見舞い
健康講話と個別サービス⑥
立っていても、寝ていても、座っていてもできる体操

個別サービス：健康相談・足もみ・爪切り・
足もみ楽々クラブ⑪
個別サービス：足もみ・爪切り・アロママッサージ

講話：放っておいてよい”不眠”と治療すべき”不眠”
個別サービス：健康相談・つぼマッサージ・足もみ・
なんでも相談

個別サービス：健康相談・つぼマッサージ・足もみ・
悩み事相談
チーム打ち合わせ
足もみ楽々クラブ⑩
個別サービス：足もみ・爪切り・アロママッサージ

講話１：内科医がみる頭痛について
講話２：うつ病の身体症状ー特に頭痛について

チーム打ち合わせ
足もみ楽々クラブ⑨
個別サービス：足もみ・爪切り・アロママッサージ

見舞い
健康講話と個別サービス⑤
立っていても、寝ていても、座っていてもできる体操
講話：塩と高血圧について・・・寒さに向かっての対策

活動内容

足もみ楽々クラブ⑧
個別サービス：足もみ・爪切り・アロママッサージ

チーム打ち合わせ
健康講話と個別サービス④
立っていても、寝ていても、座っていてもできる体操

飯舘村

飯舘村

6月

活動内容 参加人数日　　程 場　所

9名

12名

28名

8名

30名

延べ参加人数

8名飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

飯舘村

502名

8名

11名

17名

7月
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チーム
メンバー

個別サービスを
利用された村民

健康講話に参
加された村民

2015年 11月 12日 4名
29日 2名

7名 16名 19名

12月 14日
3名 12名

20日 4名
21日

8名 9名 15名

2016年　 17日　 2名
18日

4名 5名

21日
4名

24日 3名 1名
25日

8名 11名 20名

8日
3名 9名

11日 4名
12名 12名 17名

10日 4名
14日

5名 10名

28日

5名 10名 15名

28日 2名 2名
11日

4名 11名

25日

6名 9名 17名

25日 1名 2名
9日

4名 14名

19日 3名
8名 15名 16名

9日 3名
20日

3名 15名

26日 4名 1名
7名 11名 16名

7月 11日
4名 12名

14日 3名
24日 2名 2名
24日 2名 1名

9名 12名 21名

延べ参加人数 １９８名 ２６８名 ２１５名

25日

足指体操

30日

29日

27日

30日

悩み事相談・戸別訪問

6月

5月

4月

3月

伊達東

飯舘村小宮

藤沢市湘南中央病院

伊達東

藤沢市湘南中央病院

伊達東

飯舘村小宮

伊達市ふるさと体験スクール

伊達東

松川第一仮設

伊達市ふるさと体験スクール

伊達東

藤沢市湘南中央病院

2月

1月

松川第一仮設

松川第一仮設

日　程 場　所

講話：健康で楽しい食事づくり　健康生活を応援します
個別サービス：健康相談・栄養相談・足もみ・

健康講話と個別サービス⑮

松川第一仮設

松川第一仮設

伊達東

比曽の個人宅訪問
小宮の個人宅訪問

講話：がんを予防する食事は放射線の害も少なくします
個別サービス：健康相談・足もみ・悩み事相談・

藤沢市湘南中央病院

飯舘村比曽
飯舘村小宮

松川第一仮設

伊達東

藤沢市湘南中央病院

足もみ楽々クラブ⑬
個別サービス：足もみ・爪切り・アロママッサージ

チーム打ち合わせ
小宮の個人宅訪問
健康講話と個別サービス⑦
立っていても、寝ていても、座っていてもできる体操
講話：インフルエンザ
個別サービス：健康相談・つぼマッサージ・足もみ・

松川第一仮設

松川第一仮設

飯舘村小宮

伊達東

阿佐ヶ谷事務所

伊達東

健康講話と個別サービス⑬
足指体操
講話：質問･相談コーナー
個別サービス：健康相談・つぼマッサージ・足もみ・
悩み事相談・戸別訪問
チーム打ち合わせ

小宮の個人宅訪問

小宮の個人宅訪問

健康講話と個別サービス⑧
手指と腕の体操・ストレッチ
講話：よりよい暮らしをするために（これまでのまとめ
個別サービス：健康相談・足もみ・爪切り・戸別訪問

足もみ楽々クラブ⑱
個別サービス：足もみ・タイ式マッサージ

個別相談
足もみ楽々クラブ⑯
個別サービス：足もみ・爪切り

健康講話と個別サービス⑫
手・足・腰・膝のストレッチ
知っておきたい糖尿病の基礎（３）
個別サービス：健康相談・足もみ・戸別訪問

個別相談
足もみ楽々クラブ⑰
個別サービス：足もみ・アロママッサージ

健康講話と個別サービス⑨
みんなと一緒にストレッチ
講話：放射線の害を少なくする食事
個別サービス：健康相談・足もみ爪切り・戸別訪問

戸別訪問
足もみ楽々クラブ⑲
個別サービス：足もみ・アロママッサージ

チーム打ち合わせ

チーム打ち合わせ

講話：知っておきたい糖尿病の基礎（１）
個別サービス：健康相談・つぼマッサージ・
足もみ爪切り・戸別訪問
チーム打ち合わせ
足もみ楽々クラブ⑮
個別サービス：足もみ・タイ式マッサージ

健康講話と個別サービス⑪
立っていても、座っていても、寝ていてもできる体操
講話：知っておきたい糖尿病の基礎（２）
個別サービス：足もみ・爪切り

健康・医療ケアチーム
ブレーンストーミング

個人相談

足もみ楽々クラブ⑭
個別サービス：足もみ・爪切り・アロママッサージ

小宮の個人宅訪問

チーム打ち合わせ
健康講話と個別サービス⑩
立っていても、座っていても、寝ていてもできる体操

足もみ楽々クラブ⑫
個別サービス：足もみ・爪切り

健康講話と個別サービス⑭
足指体操

活動内容

悩み事相談・戸別訪問

松川第一仮設

飯舘村小宮　
藤沢市湘南中央病院
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活動内容
23日 飯舘村

5日～6日 飯舘村

16日～18日 飯舘村

21日～22日 飯舘村
2日～4日

14日

24日

6日

22日

28日

2016年 8日

23日

5日～6日

3日 飯舘村
17日 飯舘村

5月 13日～15日

28日

29日

11日～12日

12日

霊山センター利用状況
稼働日数

延べ宿泊
者数

10日 56名
17日 134名 　　　〃
10日 85名 　　　〃
12日 64名 　　　〃
6日 26名
5日 14名 　　　〃
6日 14名 　　　〃
7日 28名 冬季利用体制　通常利用体制移行
14日 81名
10日 94名 　　　〃
12日 68名 　　　〃
11日 58名 　　　〃

120日 722名

２０１５年〜２０１６年モニタリング事業（飯舘村よりの受託事業を含む）　

２０１５年

被災地住民と地域外の市民との交流事業

通常利用体制（診療棟・宿泊棟・大浴場・食堂）

参加人数

サークルまでいの活動
日　　程

８月

東京大学農学部
サークル「までい」室

日　　程

場　　所 延べ活動日数

５月

６月

７月

日　　程

計

８月

９月

6日
6日
7日
9日

９月

１０月

１１月

１２月 7日

１０月

１２月

１１月

場　　所

霊山センター
・診療棟
・宿泊棟
・大浴場
・食堂

２０１５年

２０１６年 １月

２月

３月

４月

２０１５年～２０１６年
通年

２０１６年
2月～5月

日　　程

路上測定データ公開（村民向けタブレット版を含む）のため
の線量マップシステム開発・運用・保守

線量マップ・放射線・放射能の測り方パンフ編集 / 現在改
訂版を製作中

放射性物質データのデータベース化

飯舘村

場　所

飯舘村及び周辺

２０行政区放射線路上測定作業

活動内容

飯舘村全村及び周辺路上測定作業

主な利用状況

延べ活動人数

24名
31名

精米、白米、糠、土壌、落葉サンプル調製。
ワラ、木材、玄米、フィルターサンプル調製

主な活動内容

土壌、植物試料の調製。
植物・土壌、イノシシ肉、枯葉試料調製。
土壌・植物,キノコ試料の調製。朝日取材。 42名

42名
39名

活動主体

飯舘村各行政区測定員
合同会社いいたて協働社

会員有志（無償）

会員有志（無償）

株式会社知識計画

株式会社知識計画

再生の会　IT推進会議構成メ
ンバー　（一部有償）

飯舘村

プラチナギルドの会　村内案内説明　霊山センター宿泊

山津見神社　天井絵展示（県立美術館）　開会セレモニー参加

2015年 8月

9月

10月

11月

１月

3月

4月

6月 飯舘村

土壌研究会　関根松塚公民館　（関根松塚地区住民への説
明会）
山津見神社例大祭　天井絵展示（佐須公民館）参加
福島市　再エネ合同ビル新年会　参加
東大哲学グループ 飯舘村視察
国際ワークショップ飯舘村視察　村内案内説明

飯舘村

東京・東大
東京・芸大

場　所

福島市

飯舘村

福島市
飯舘村

福島市
飯舘村
飯舘村

飯舘村
飯舘村

関根松塚地区　田圃の再生予備調査報告会
バーベキュー懇親会　関根松塚地区住民と交流
フェリス女学院大学スタデイツアー　村内案内説明　霊山セン
ター宿泊

早稲田大学スタデイツアー　村内案内説明　霊山センター宿
泊
東京大学スタデイツアー　村内案内説明　霊山センター宿泊
ＳＧＲＡスタデイツアー　村内案内説明　霊山センター宿泊

　霊山センター合同交流会　伊達市玉野・石田地区民参加
第9回活動報告会　「農林畜産業の再生をめざして」
天井絵復元完成記念フォーラム参加

延べ参加人数

富士通SSL関係者　　佐須訪問　村内案内説明
東大・フェリス女子大　村内視察・勉強会
長泥地区住民総会後に参加住民への説明会を実施

16名

35名

490名

5名

30名

20名

50名

10名

12名

39名

伊丹沢地区村民向け土壌測定講習会
小宮　桜の植樹・カタクリ・水仙鑑賞
SGRAスタディーツアー　村内案内説明　霊山センター宿泊

第10回活動報告会（福島市）「福島・飯舘村の再生に向けて」

41名

1名

2名

70名

2名

70名

20名

2名

1名

20名

6名

20名

10名

8名

２０１５年８月～２０１６年７月

　霊山センター大宴会　飯舘村民・伊達市玉野・石田地区民参加

２０１５年～２０１６年
通年

２０１５年～２０１６年
通年

冬季利用体制（診療棟のみ利用）移行、凍結防止工事

通常利用体制（診療棟・宿泊棟・大浴場・食堂）
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２０１６年

情報提供・広報活動

２０１６年

理事会　事務局等

2015年 6日 定例事務局会議
20日 　　　　〃
26日 　　　　〃
3日 定例事務局会議
10日 　　　　〃
17日 　　　　〃
17日 第5期　第1回理事会
24日 定例事務局会議
1日 定例事務局会議
9日 　　　　〃
15日 第4回定時総会開催
15日 第5期　第2回理事会
22日 定例事務局会議
29日 　　　　〃
5日 定例事務局会議
12日 　　　　〃
19日 　　　　〃
26日 　　　　〃
3日 定例事務局会議
9日 　　　　〃
17日 　　　　〃
22日 　　　　〃

2016年 7日 定例事務局会議
14日 　　　　〃
21日 　　　　〃
29日 　　　　〃

日　　程

1月

２０１５年～
２０１６年

通年

3月10日

5月２０１６年

73日

４月

５月

６月

２月

延べ活動日数

東京大学農学部
サークル「までい」室

4日

7日
6日
5日
5日
6日

３月

5日

日　　程 場　　所
１月

７月

土壌、イグネ落葉、コケサンプル調製
落葉、山菜、樹木サンプルの調製
土壌、コケ、フィルターサンプル調製、DB勉強会

延べ活動参加人数計

土壌、玄米、木材、灰サンプル調製、DB講習会
木材、樹皮、雉サンプル調製、ワークショップ
土壌、イノシシ、ほうれん草サンプル調製
イグネ落葉、土壌、木材サンプル、DB講習会 41名

38名
42名
34名

423名

35名

日　　程 活動内容
2015年7月29日に創刊1号を発行し、当期より配布を開始し
た。当期は2号から18号まで発行した。ホームページに掲載
するとともに、郵送による配布も行い、活動への理解を深め
た。
年間を通じて更新を行い、再生の会の活動内容を伝えてい
る。
車載測定による放射線データ、飯舘村およびその周辺5カ所
に設置している放射線計の測定データを随時更新して公開
している。
各種印刷物、報告会配布資料のダウンロード等に対応して
いる。
スマートフォン表示に対応した。
動画、活動中の写真、新聞掲載のお知らせ等を174回投
稿。

パンフレット

第１７回環境放射能
研究会

第１７回環境放射能
研究会

ｆａｃｅｂｏｏｋ

ふくしま再生の会
ホームページ

再生短信

媒　　体
２０１５年～
２０１６年

通年

２０１５年～
２０１６年

通年

3月9日

活動主体

編集　会員有志（無償）
配布　事務局

事務局
会員有志

事務局

(口頭発表)飯舘村の生活・産業の再生を目指す環境放射能
研究
　  　　　　　概要および居住環境測定と遮へい実験
(ポスター発表)飯舘村の生活・産業の再生を目指す環境放
射能研究
　  全村空間線量経過マッピング，農地・森林・居住環境測
定と帰村に向けた住民参画

2種類のパンフレットを作成した。
「飯舘村の放射線・放射能の測り方」
「飯舘村線量マップ」（受託事業）

会員

会員

編集　会員有志（無償）
デザイン　ＤＴＰ　印刷（有償）

配布　事務局

主な活動内容 延べ活動人数

6名
49名

12月

東京事務所
　　　〃
　　　〃
東京事務所
　　　〃

東京事務所
　　　〃

11月

10月

9月

　　　〃
　　　〃
　　　〃

東京事務所
　　　〃
東京大学農学部
　　　〃

東京事務所
　　　〃
　　　〃
　　　〃

　　　〃

東京事務所
　　　〃
東京事務所

東京事務所

　　　〃
　　　〃

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

8月

活動日数計

場　所 活動内容

阿佐谷地域区民センター

参加者等

13名

注

注

注

43名＊

12名

注

注

注

注
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2016年 3日 定例事務局会議
11日 　　　　〃
13日

18日 定例事務局会議
25日 　　　　〃
3日 定例事務局会議
10日 　　　　〃
17日 　　　　〃
24日 　　　　〃
31日 　　　　〃

4月 7日 定例事務局会議
14日 　　　　〃
21日 　　　　〃
5日 定例事務局会議
12日 　　　　〃
19日 　　　　〃
26日 　　　　〃
2日 定例事務局会議
9日 　　　　〃
16日 　　　　〃
23日 　　　　〃
29日 　　　　〃
7日 定例事務局会議
14日 　　　　〃
14日 第5期　第３回理事会
21日 定例事務局会議
28日 　　　　〃

注

＊

活動内容 参加者等日　　程

委任状出席117名を含まず

2月

3月

5月

6月

7月

　　　〃

場　所

東京事務所
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃

東京事務所
　　　〃

東京事務所

　　　〃
東京事務所
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃

阿佐谷地域区民センター

東京事務所
　　　〃
　　　〃
東京事務所
　　　〃
　　　〃

注

注

２１名

注

注東京事務所
　　　〃

東京事務所
　　　〃

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

63名JJK会館（中央区） ワークショップ　活動メンバーによる拡大会議

定例事務局会議　構成メンバー　東京事務所　田尾陽一、二宮克彦、矢野伊津子、中町芙佐子、佐野隆章、篠原綾子、栗山俊一郎（2016年1月より）　小川唯史（2015年11月まで）　スカ
イプ参加　菅野宗夫、溝口勝、小原壮二、伊井一夫
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金額 （単位：円）

1.受取会費
正会員会費 1,990,000
賛助会員会費 340,000 2,330,000

2.受取寄付金
寄付金収入 30,507,523 30,507,523

3.受取助成金
三井物産環境基金 4,500,000
ジャパン・プラットフォーム 1,717,892 6,217,892

4.受託費
飯舘村役場受託事業 19,224,000 19,224,000

5.その他収益
懇親会等参加費収入 92,000
受取利息 4,319 96,319
経常収益計 58,375,734

ＩＩ　経常費用
1.事業費
（１） 人件費

給料手当 4,574,090
臨時雇用賃金　 257,861
法定福利費 29,561
人件費計 4,861,512

（２） その他の経費
会議費　 203,601
旅費交通費 4,997,563
業務委託費　　 10,709,920
印刷製本費　 519,019
通信運搬費　 955,198
諸謝金 60,000
什器備品費　　 1,722,275
消耗品費　　　 576,286
租税公課　 887,820
車両費　 525,209
賃借料　　　 2,447,566
研修費 3,000
修繕費　 203,515
支払保険料 216,230
地代家賃　　 643,000
事務用品費　
水道光熱費 23,355
新聞図書費 0
減価償却費 1,142,644
雑費　事業 83,546
その他の経費計 25,919,747
事業費合計 30,781,259

２.管理費
（１） 人件費 0

臨時雇用賃金　 724,875
人件費計 724,875

（２） その他の経費
会議費　 6,838
印刷製本費　 473,116
旅費交通費　 63,981
業務委託費 19,440
通信運搬費　 236,601
什器備品費　　 99,833
消耗品費　 118,233
事務用品費　 20,190
修繕費　　　 39,420
地代家賃　　 894,240
水道光熱費 43,177
支払手数料　 109,703
租税公課　 9,376
支払保険料 89,450
雑費　 40,715
その他の経費計 2,264,313
管理費計 2,989,188
経常費用計 33,770,447
経常損益額 24,605,287

III　特別支出
１．特定目的積立金取崩額

特定目的積立金取崩額 6,000,000
２．特定目的積立金積立額

特定目的積立金積立額 27,123,900
税引前当期正味財産増減額 3,481,387
法人税等　 142,000
当期正味財産増減額 3,339,387
前期繰越正味財産額 11,081,563
次期繰越正味財産額 14,420,950

特定非営利活動法人　ふくしま再生の会　2015年度　決算
活動計算書

2015年8月1日～2016年7月31日
科目

Ｉ　　経常収益

＊本年度はその他の事業は実施しておりません。
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（単位：円）
科目 金額 科目 金額

Ｉ　資産の部 ＩＩ　負債の部 Ｉ　資産の部
1流動資産 17,168,300 1.流動負債 3,553,507 1．流動資産
現金･預金 16,902,718 未払金・未払費用 2,288,684 現金預金
貯蔵品 25,582 前受金 300,000 現金 0
未収入金 240,000 預かり金 8,423 郵便振替口座 702,332
仮払金 0 未払法人税等 142,000 郵貯銀行　東京口 339,799
2固定資産 27,930,057 未払消費税等 814,400 郵貯銀行　福島口 50,444
（１）有形固定資産 522,157 未払事業税等 0 三井住友銀行（会費・寄付受付口） 528,596
建物 1,000,000 仮受金 0 三井住友銀行（助成金等受付口） 9,031,472
建物付属設備 2,052,000 負債合計 3,553,507 三井住友銀行（ＪＰＦ決済） 216,110
車両運搬具 2,336,460 三菱東京UFJ銀行（家賃口） 31,997
器具備品 1,871,765 ＩＩＩ　正味財産の部 三井住友銀行（定期預金） 6,001,968
減価償却累計額 -6,738,068 清水アーカイブ基金 27,123,900 貯蔵品
（２）無形固定資産 27,407,900 前期繰越正味財産 11,081,563 切手 25,582
長期固定性預金 27,123,900 特定目的寄付取崩額 6,000,000 未収入金
敷金 134,000 当期正味財産増減額 -2,660,613 8月入金、第5期分会費 240,000
差入保証金 150,000 正味財産合計 41,544,850 仮払金 0
資産合計 45,098,357 負債及び正味財産合計 45,098,357

流動資産合計 17,168,300
２．固定資産

建物
測定車車庫 1

建物付属設備
霊山センター給排水設備 1
霊山センター内部造作 1

車両運搬具
軽トラック 412,612
トヨタプロボックス 51,660
測定車　2台 0

器具備品
シンチレーションサーベイメーター帳簿価格 57,882

定期預金
清水アーカイブ基金 27,123,900

差入保証金 油圧ショベル借上げ保証金 150,000
東京事務所敷金 134,000

固定資産合計 27,930,057
資産合計 45,098,357

ＩＩ　負債の部
1.流動負債

未払金
知識計画 449,421
村民線量測定費　 895,000
クロスアビリティ 189,000
北原商店 18,548
飯舘電力 100,000
ジャパンプラットフォーム返還金 258,666
三井住友クレジット 9,934
渡辺輪業 94,320
会員立替経費・旅費等 204,373
7月分通信電話料等 69,422

前受金
6期会費 300,000

0
預かり金 源泉徴収税額 8,423
未払法人税等

法人税・法人地方税 142,000
事業税 0

未払い消費税 消費税 814,400
流動負債合計 3,553,507

負債合計 3,553,507
正味財産 41,544,850

-
1
1
-

科目 金額

貸借対照表 財産目録
2016年7月31日 2016年7月31日

（単位：円）



1. 重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１１年１１月２０日一部改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

2. 事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下のとおりです。 単位：円

科目 産業再生 生活再生 交流 情報提供 事業部門計 管理部門 合計 予算対比 予算額
Ｉ　経常収益

会費収入 530,000 800,000 700,000 200,000 2,230,000 100,000 2,330,000 1 3,095,000
寄付金収入 800,000 1,000,000 1,068,623 27,638,900 30,507,523 0 30,507,523 6 5,000,000
受取助成金等 5,857,892 300,000 6,157,892 60,000 6,217,892 1 6,476,558
受託費 200,000 16,524,000 16,724,000 2,500,000 19,224,000 1 19,224,000
その他の収入 92,000 92,000 4,319 96,319 16 6,000
経常収益計 7,187,892 1,800,000 2,360,623 44,362,900 55,711,415 2,664,319 58,375,734 2 33,801,558

ＩＩ　経常費用
（１）人件費
給料手当 1,936,136 664,362 318,000 1,655,592 4,574,090 0 4,574,090 1 3,960,000
臨時雇用賃金　 295,361 0 0 321,188 616,549 366,187 982,736 1 1,728,000
法定福利費 6,000 6,000 6,000 6,000 24,000 5,561 29,561 4 8,000
人件費計 2,237,497 670,362 324,000 1,982,780 5,214,639 371,748 5,586,387 1 5,696,000
（2）その他の経費
会議費　 42,432 93,505 67,664 203,601 6,838 210,439 0 500,000
旅費交通費　 2,641,282 935,892 177,151 1,243,238 4,997,563 63,981 5,061,544 1 5,000,000
業務委託費　　 0 0 600,000 10,109,920 10,709,920 19,440 10,729,360 1 14,000,000
印刷製本費　 78,501 47,000 188,000 614,584 928,085 64,050 992,135 1 700,000
通信運搬費　 602,637 4,552 42,086 305,923 955,198 236,601 1,191,799 1 1,000,000
諸謝金 30,000 0 30,000 0 60,000 60,000 1 50,000
什器備品費　　　 1,195,188 0 20,800 86,287 1,302,275 99,833 1,402,108 1 1,500,000
消耗品費　　　 553,220 0 8,109 14,957 576,286 118,233 694,519 1 800,000
租税公課　 22,000 10,000 10,000 845,820 887,820 9,376 897,196 2 400,000
車両費　 73,653 55,000 55,000 341,556 525,209 0 525,209 1 650,000
賃借料　　　 1,670,846 0 736,720 40,000 2,447,566 0 2,447,566 1 2,000,000
減価償却費 916,322 25,000 50,000 571,322 1,562,644 0 1,562,644 2 1,000,000
修繕費　 0 0 0 203,515 203,515 39,420 242,935 2 100,000
支払保険料 96,000 8,000 16,000 96,230 216,230 89,450 305,680 1 270,000
研修費 0 0 0 3,000 3,000 3,000 0 50,000
地代家賃　　　 0 0 0 643,000 643,000 894,240 1,537,240 1 1,603,000
事務用品費　 0 0 20,190 20,190 0 50,000
水道光熱費 0 0 3,042 20,313 23,355 43,177 66,532 1 80,000
新聞図書費 0 0 0 0 0 0 10,000
支払手数料 0 0 0 0 109,703 109,703 1 100,000
雑費　事業 69,445 13,284 817 0 83,546 40,715 124,261 1 100,000
その他の経費計 7,991,526 1,098,728 2,031,230 15,207,329 26,328,813 1,855,247 28,184,060 1 29,963,000
経常経費計 10,229,023 1,769,090 2,355,230 17,190,109 31,543,452 2,226,995 33,770,447 1 35,659,000
当期経常増減額 -3,041,131 30,910 5,393 27,172,791 24,167,963 437,324 24,605,287
積立金取崩額 6,000,000 0 0 0 6,000,000 0 6,000,000
積立金積立額 27,123,900 27,123,900 27,123,900
特定目的寄付金残高 0 0 0 0 0 0

差引 2,958,869 30,910 5,393 48,891 3,044,063 3,481,387

法人税等 142,000 142,000

3,339,387

予算 実績 差引
6,687,000 10,229,023 3,542,023

14,746,000 1,769,090 -12,976,910
4,234,000 2,355,230 -1,878,770
7,066,000 17,190,109 10,124,109

32,733,000 31,543,452 -1,189,548

3. 使途等が制約された正味財産の内訳

寄付金等 単位：円
期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

6,000,000 0 6,000,000 0
0 27,123,900 0 27,123,900

4. 固定資産の増減内訳 単位：円
科目 期首取得価額 取得 減少
建物 1 0

建物付属設備 2 0
車両運搬具 1,239,075 309,960 1,084,763
器具・備品 115,763 420,000 477,881

合計 522,157

当期に購入した固定資産 単位：円
トヨタプロボックス 309,960
貫入式土壌硬度計 420,000
合計 729,960

5. 会費の計上

9月17日現在、第3期の会費が未納の会員は、個人正会員0名、個人賛助会員0名です。第5期において定款の会費未納規程による退会会員は7名です。

6. 寄付金の状況
164名の方から269回の寄付金または賛助会費の振込がありました。
故清水韶光氏より遺贈による寄付があり、その額は27,123,900円です。当期において全額をアーカイブ基金として積み立てました。

7. 受取助成金の計上
当期に受け入れた助成金は以下の通りです。 単位：円 8. 役員およびその近親者との取引の内容 単位：円

受入金額 科目
4,500,000 活動計算書
1,717,892 寄付金収入

9. 業務委託費の支払について 賃借料

業務委託費10,709,920円のうち、9,909,920円は受託事業にかかるものです。

10. 期末の未払い金1,355,488円のうち10万円以上の支払い先は以下のとおりです。
村民測定料 895,000円
㈱知識計画 449,421円
㈱クロスアビリティ 189,000円
飯舘電力㈱ 100,000円
ジャパンプラットフォーム返還金 258,666円

三井物産環境基金
ジャパンプラットフォーム

内容
居住ハウス実験積立金
清水アーカイブ基金

ジャパンプラットフォーム助成金により購入し当期に全額償却しました。

会費については、原則として年度末までに入金のあったものを計上しております。
ただし、年度末未収の会費のうち9月1日までに入金のあったものについては当期の会費に含めて計上するとともに未収入金として貸借対照表に計上しております。
第3期までの会費につき第3期第4期第5期まで会費の納入が無かった方については、定款の規程により退会の取り扱いをしております。

受入先

30,507,523 547,000

財務諸表の注記

当期正味財産増減額
部門別の予算計上額と実績

事業名

（１）有形固定資産は、法人税法の規定に基づく定率法で償却します。
　　ただし租税特別措置法67条の５に規定する少額減価償却資産に該当する物件については当期に取得した全額を当期に償却しております。
　　また特定の測定機器で、汎用性のない物品については期末において全額を償却しております。

放射能汚染地域の産業再生事業
放射能汚染地域の生活再生事業

被災地住民との交流事業
情報の提供事業
事業費計

使途等が制約された正味財産の内訳は下記のとおりです。

57,882

期末の帳簿価額は51,660円です。

2
464,272

1
期末帳簿価額

2,447,566 1,200,000

計算書類に計上された金額 内役員及び近親者との取引
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